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「世界最高のユニバーサルデザイン」
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四季折々の花々と深緑、そして青い空と海があなたを迎えるオートキャンプ場です。
都心から車で２時間のアクセスで、自然豊かな中で静かなキャンプを楽しめます。
自然に囲まれ、日々の喧騒を忘れて週末を過ごしてみませんか。

キャンプ場名 湧水の杜 大川オートキャンプ場
所在地 静岡県賀茂郡東伊豆町大川 853－3
電話番号 090－2240－6956
ホームページ https://zhangdaotokyo.wixsite.com/ookawa-camp

私たちは
東京都サッカー協会を
応援しています。
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車椅子席は10倍以上に
新しくなった国立競技場には世界に誇れるも

のがある。それが「世界最高のユニバーサルデザ
イン」だ。ユニバーサルデザインとは、1980年代
にアメリカ・ノースカロライナ州大学教授だっ
たロナルド・メイス氏によって提唱された考え
方だ。製品、環境、建物、空間などをあらゆる人
が利用できるようにデザインすることを言う。

国立競技場では2016年1月に大成建設・梓設
計・隈研吾建築都市設計事務所共同企業体と
設計契約した後、ユニバーサルデザインワーク
ショップを作って、14団体と意見交換を何度も
重ねてきた。

基本設計の段階から議論することで、車椅子
で移動する、目が見えない・見えにくい、耳が聞
こえない・聞こえにくい、お年寄りや子どもと
いった、多様な立場の方々からのリクエストを
取り入ることができたという。

スタジアムまでの動線にはエレベーターやス
ロープが設置され、車椅子使用者でも段差を乗
り越えずに入場できる。チケット売り場には低
めのカウンターが設置されるなど細やかな配慮
がなされた。多くの来場者が利用する主要ルー
トには誘導ブロックや音声案内サインがあるた
め、視覚障害者でも安全に移動できる。

旧国立競技場と比較して、最大の変化と言え
るのが「車椅子席」だ。常設の車椅子席は40席
から約500席と10倍以上に、パラリンピック開
催時はさらに追加される予定だ。実際に、初め
ての公式戦として開催された天皇杯の決勝戦
には、多くの車椅子使用者の来場があった。

環境が整備されたのは数だけではない。画期
的なのは車椅子席は1層、2層、3層の全てのエ
リアにバランスよく設置されていること。とり
わけ、1層スタンドは360度に席が設けられてお

り、観戦する際の選択の幅が大きく広がる。
また、他のスタジアムでは後ろに設置される

ことが多かった同伴者席が横に設けられてい
る。同じ場所から、同じように試合を見られる
のは、車椅子使用者にも同伴者にもうれしいこ
とだろう。

サイトライン（視線）についても十分に確保さ
れている。「前の人が立ち上がると試合が見ら
れない」「子どもや小柄な人だと見えにくい」と
いったストレスが最大限に小さくなる設計だ。

トイレ問題を解消するために

スポーツの観戦体験を大きく左右するのはト
イレだろう。サッカーの試合でハーフタイムに
大行列ができて、得点シーンを見逃したという
経験をした人は少なくないだろう。そうした不
満を解消すべく、新しくなった国立競技場はト
イレの数を増やしている。男子用は1027基（う
ち小便器761基）、女子用933基を設置。男子用、
女子用のトイレマークが至るところに表示さ
れ、ボタンを押せば音声案内が流れるなど、目
の不自由な来場者にも配慮されている。

便器の数が最も多いのはB1階で、1、2、3階
スタンドの中で最大の広さと便器数があり、ト

イレ専用エリアといっても過言ではない。天皇
杯決勝では、各階のトイレに行列ができる様子
も見られたが、B1階に行けば並ばずに入れる
という情報が周知されれば、スタジアムのマイ
ナスイメージにつながるトイレ問題は解決され
るだろう。

そして、一般の男性、女性用トイレにもそれ
ぞれ障害者や、小さな子どもを連れていても利
用しやすいように大型のトイレブースとしてオ
ストメイト対応ブースや親子対応ブースが設置
されている。また、車椅子用トイレは、様々な
車椅子利用者を想定した車椅子専用個室として
機能分散して77箇所、LGBTや発達障害者の付
添利用を想定した男女共用トイレは16カ所あ
る。また、補助犬用トイレも用意されている。

子ども連れにとってうれしいのは、授乳室、
託児所（キッズルーム）、ベビーカー置き場と
いった設備が充実していること。知的・精神・
発達障害者が気持ちを静めるための休憩室

（カームダウン・クールダウン）もバランスよく
配置されている。

全ての人が快適に観戦できるスタジアムに。
東京オリンピック・パラリンピックのメイン

会場となる国立競技場は、“みんなのスタジア
ム”と呼ぶにふさわしい空間になっている。

世界最高のユニバーサルデザインを持つ
“みんなのスタジアム”

障害・年齢・性別・国籍に関わらず、全ての人が安心して快
適に観戦できる場所へ――。
新しくなった国立競技場は「世界最高のユニバーサルデザイ
ン」をコンセプトのひとつとして設計された。
全ての人をフラットに迎え入れる ”みんなのスタジアム “で、
もうすぐスポーツの祭典が始まる。

国立競技場の主なユニバーサルデザイン
・車椅子席 ・機能分散した車椅子用トイレ
・男女共用トイレ ・補助犬トイレ
・授乳室 ・託児室（キッズルーム）
・ベビーカー置き場 ・休憩室（カームダウン・クールダウン）
・集団補聴設備（磁気ループ）
・2層、3層へのアクセス専用エスカレーター
・屋内外のエレベーター
・観客席通路空間のバリアフリー（手摺設置、階段の視認性）

TOKYO FA’s Pick Up

アクセシブルトイレは93カ所に設置 車椅子席は同伴者と横並びの座席配置四季折々の花々と深緑、そして青い空と海があなたを迎えるオートキャンプ場です。
都心から車で２時間のアクセスで、自然豊かな中で静かなキャンプを楽しめます。
自然に囲まれ、日々の喧騒を忘れて週末を過ごしてみませんか。

キャンプ場名 湧水の杜 大川オートキャンプ場
所在地 静岡県賀茂郡東伊豆町大川 853－3
電話番号 090－2240－6956
ホームページ https://zhangdaotokyo.wixsite.com/ookawa-camp

私たちは
東京都サッカー協会を
応援しています。

写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター
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全ての面で進化している
――国立競技場は他のスタジアムとどんなところが違うのでしょうか。
まず、特徴的なのはスタンドが“3層構造”になっていることです。
ヨーロッパによく見られる形で、レアル・マドリードの本拠地であ
るサンチャゴ・ベルナベウ、バルセロナの本拠地カンプ・ノウなども
そうです。
スタンドの1層目が20度、2層目が29度、3層目が34度と上に行くに
つれて傾斜が強くなっています。いわゆる「すり鉢状」の3層スタン
ドが360℃ぐるりと囲んでいるので、アスリートと観客の一体感が生
まれると思います。
ピッチに立ってみると、大きな屋根と、そびえ立つスタンドによっ
て、全体的に包み込まれるような雰囲気があります。選手からすれ
ば、劇場の中でプレーしているような感覚になるのではないでしょ
うか。
――旧競技場から比べて、ここが進化したと言えるところは。
本当に“全て”と言っても良いと思います。システム、リボンボード、
デジタルサイネージ、Wi-Fi、ラインアレイスピーカーなど今の日本
のスタジアムでは最先端のものを導入しています。
――サッカーやラグビーの選手にとっては芝生の状態は重要なポイン
トになります。
新しい国立競技場は屋根が非常に大きいので、日照時間が必然的に
少なくなります。そのため、屋根の南側を「トップライト」と呼ばれ
るガラス素材にし、自然光を取り込む工夫をしていますが、どうして
も光が当たらない場所も出てきますし、十分とは言えません。
そのために、補光器、つまり人工ライトを12台用意して1日12時間ぐ
らい当てています。ちょっとずつライトを移動させながら、2日か
けてピッチ1面を照らすような形です。日照時間の少ないヨーロッ
パではスタンダードになっています。また、送風機も6台あってフル
稼働しています。
1月1日に天皇杯、1月11日に大学ラグビーが開催されたのですが、
我々の予想以上に芝生のダメージは少なかったです。芝生の管理状
態については、データをとって、東京オリンピック・パラリンピック
競技大会後の”レガシー“にするべく研究を行っています。
――国立競技場ではアスリート・ファーストをテーマにしています。
具体的にはどのような点でしょうか。
アスリートが集中力を保って、プレーに集中できるように環境を整
備しています。
一つはスムーズに移動できる選手動線です。陸上競技ではサブト
ラックから選手連絡通路を通って、練習用走路を経由してトラック
へ。サッカーやラグビーでは、選手専用バス駐車場から、すぐに更衣
室に移動できます。距離にして100メートルほど。かなりストレス
は少ないはずです。
もう一つがウォーミングアップスペース。陸上競技用のサブトラッ
クは80mの6コースでエアコン付きです。フットボール用のウォー

ミングアップスペースは両方の更衣室の横にあって、人工芝が敷い
てあります。5mと天井がかなり高いので、ラグビーのラインアウト
の練習もできるようになっています。

スポーツの聖地になってほしい

――こけら落としとなった天皇杯の決勝では、どんな課題が見つかり
ましたか。
最も不安があったのは観客の動線です。12月にあったオープニング
イベントでも、帰る時に観客が詰まる状況が発生したので、どうなる
かなと。天皇杯に関しては試合後の表彰式もありましたし、すぐに
帰る人と、しばらく残る人がいたので、約6万人が来たことを考えれ
ば、そこまでの混乱はなかったと思います。
ただし、国立競技場の周辺には明治神宮野球場、秩父宮ラグビー場が
あります。もしも同じ日、同じ時間帯にイベントが行われることが
あれば、10万人ほどが一斉に出てくるかもしれない。そうした時に、
どのように観客を誘導するかは改めて検討が必要です。
――東京オリンピック・パラリンピックの開会式と閉会式、そして陸上
競技と女子サッカーの決勝戦が開催されます。
世界的なビッグイベントのメイン会場になるわけですから、国立競
技場が果たす役割は重要になってきます。女子サッカーの決勝戦は、
前の日の夜にも陸上競技が行なわれているので、短い時間の中で陸
上仕様からサッカー仕様にする必要があります。
――天皇杯は冬でしたが、東京オリンピック・パラリンピックは夏に行
われます。暑さ対策はどのように行いますか。
自然の力である風を活用した仕組みを導入しています。スタジアム
内に風を取り込んで、フィールドの熱を逃していくという仕組みで
す。また、「気流創出ファン」が設置されているので、観客の体感温
度を低減することができます。入場ゲート付近にはミスト冷却装置
もあります。
――2020年が終わった後に、どのように運営していくかは大きな
テーマになると思います。
世界的にも、これだけ首都の真ん中にあるスタジアムはありません。

人工ライトによって芝生の日照時間を確保している

「超都市型スタジアムから生まれる熱狂と興奮」
2020 年 1月 1日――。サッカーの聖地が帰ってきた。
ヴィッセル神戸と鹿島アントラーズによる天皇杯決勝は、1カ月前に完成したばかりの国立競技場での初めての公式戦として行われた。
新しくなった国立競技場はどんなところが変わったのか。控える東京オリンピック・パラリンピックに向けての課題は見えたのか。
国立競技場の企画・管理を担当する独立行政法人日本スポーツ振興センターの古泉修さんに話を聞いた。

国立競技場

巻頭特別企画
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アクセスに関しては世界一といっても過言ではないでしょうか。こ
の素晴らしい立地を生かして、どれだけビッグイベントを呼び込め
るかが鍵になってくると思います。
また、現時点では計画段階ですが、明治神宮野球場や秩父宮ラグビー
場も改修が予定されています。この国立競技場を中心とするエリア
はどんどんスポーツで活性化されていくはずです。
――かつてはサッカーの聖地と呼ばれていましたが、新しい国立競技
場もそうなっていくでしょうか。
中立的な立場のスタジアムなので、天皇杯決勝もそうですが、カップ
戦のファイナルなどは開催されていくと思います。国立競技場がど
うしてサッカーの聖地と呼ばれるようになったかというと、たくさ
んの名勝負の記憶が刻まれていったからだと思うんです。そうした
積み重ねによって、サッカーファンにとって特別な場所になってい
くのではないでしょうか。
東京のサッカーファミリーのみなさんには、国立競技場に足を運ん
でいただき、そしてサッカー少年・少女のみなさんには、ここでプ
レーすることを目標に頑張っていただきたいです。

独立行政法人日本スポーツ振興センター
国立競技場

古泉　修（こいずみ・おさむ）

P R O F I L E

施設概要
①面積 ・敷地面積：約109,800㎡

・建築面積：約69,600㎡

・延べ面積：約192,000㎡

②高さ 約47m

③大きさ 南北方向約350m、東西約260m

④階数 地上5階、地下2階

⑤観客席数（竣工時）約60,000席（うち車椅子席：約500席）

⑥フィールド ・トラック： 全天候型トラック400m×9レーン、合成ゴム

・芝生：天然芝

⑦トイレ数 ・男子小便器761基、大便器266基

・女子933基

・アクセシブルトイレ：93箇所

⑧ エレベーター・ 
エスカレーター数

・エレベーター：32台

・エスカレーター：20台

⑨設備 ・大型映像装置（南北）

・リボンボード：縦0.96m×横約640m（全周）

・デジタルサイネージ：約600枚

・スタンド内照明器具：約1,500台

・ラインアレイスピーカー（競技用音響）：38基

・Wi-Fi：約1,300台

チーム更衣室まではストレスなく移動できる

観客の体感温度を低減するための気流創出ファン

写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター

「超都市型スタジアムから生まれる熱狂と興奮」
2020 年 1月 1日――。サッカーの聖地が帰ってきた。
ヴィッセル神戸と鹿島アントラーズによる天皇杯決勝は、1カ月前に完成したばかりの国立競技場での初めての公式戦として行われた。
新しくなった国立競技場はどんなところが変わったのか。控える東京オリンピック・パラリンピックに向けての課題は見えたのか。
国立競技場の企画・管理を担当する独立行政法人日本スポーツ振興センターの古泉修さんに話を聞いた。

国立競技場

1959年3月1日生まれ、新潟県出身。1999年より国立競技場の
施設運営を担当。現在に至る。
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G A M E  R E P O R T

國學院久我山、東久留米総合が選手権で充実の戦いを見せる
第 98 回全国高校サッカー選手権大会

４年ぶりに帰ってきた選手権は、開幕戦で8得点の大勝
4年ぶりに帰ってきた高校選手権の舞台について、清水恭孝監督はその

感慨をこう語る。「この素晴らしい環境を子供たちに用意していただけた
ことを本当に幸せに感じます。改めて素晴らしい場所だなと思いますね」。
1万3千人を超える駒沢陸上競技場での開幕戦は、國學院久我山高校のド派
手なゴールショーが繰り広げられることになる。

最初の得点は開始6分。FW山下貴之の冷静な一撃を皮切りに、次々と
ゴールの花火が打ち上がった。11分に再び山下。23分にはFW山本航生。
前半だけで3点を奪うと、52分には「運もあったんですけど、なんか持って
ましたね」と笑った山下が早くもハットトリックを達成。60分に山本、64
分にFW戸坂隼人、さらに66分に途中出場のDF河原大輔も続き、70分には
山本もハットトリックとなる8点目を記録。「自分たちは攻撃が特徴でもあ
るので、それを存分に出せました」とMF福井寿俊も口にする8-0というス
コアで、全国に衝撃を与えてみせた。

今年のチームは春先から明確に日本一を掲げていたが、全国総体の
ショッキングな初戦敗退がスタイルを見直すきっかけとなった。開幕戦で
最も際立ったのは切り替えのスピードと強度。「攻撃陣が守備への切り替
えをしっかりやってくれた部分が、チームにプラスになりましたね」（清
水監督）。アタックの多彩さと破壊力はそのままに、インテンシティを高
めてきたことが総合力を一段階引き上げ、この結果に繋がったことは語り
落とせない。
「どこかで今までの“上手かった”チームよりも“強く”したかった所があ

るので、そういう意味では久我山らしさにプラスアルファという所なのか
なと思います」と話す指揮官の言葉は興
味深い。『美しく勝つ』というスローガ
ンが注目されることの多い國學院久我山
へ、“強さ”をプラスすることに清水監督
は注力してきた。その集大成にふさわ
しい舞台で、“美しく強い”ゲームを披露
したことは、大いに称賛されるべきだろ
う。最後は3回戦で涙を飲んだものの、新
たに身に付けた顔で全国の強豪へ立ち向
かった彼らの奮闘に拍手を送りたい。

後半に見せた意地が最高の40分間を演出する
「前半を振り返ると『全国大会ってこんなに難しいんだ』という形から、

あの後半を選手たちに見せてもらえたことをとても感謝しています」。終
わったばかりの80分間を振り返った加藤悠監督には充足感が漂っていた。
東久留米総合高校にとって8年ぶりとなる冬の全国は、まったく違う2つの

“40分間”が交差する舞台となった。
いきなりの衝撃は4分。綺麗な形で草津東高校に先制点を許した上、そ

のプレーでDF下田将太郎が負傷交代。ビハインドを負いつつ、絶対的な
キャプテンまで失ってしまう。「将太郎がいなくなったことでショックを
受けてしまった」（MF足立真）「精神的に追いつめられてしまって、ずっ
と戸惑いがあって…」（DF岩田蓮太）。さらに2点を追加され、0-3という
スコアで最悪の40分間が終了する。

ハーフタイム。「『もう下を向かないで、楽しんでやろう。このまま終わっ
たらもったいない』と言いました」。下田がチームメイトに声を掛ける。「も
うみんなで言いたいことを言い合って、後半の戦い方を決めました」（FW
松山翔哉）。何かが吹っ切れた。

53分、松山が1点を返す。64分。「今日
は絶対点を取ってチームを勝たせよう
と思っていた」MF柳田晃陽が相手の隙
を突いて2点目を挙げる。スタジアムの
空気は完全に東久留米総合のホームに。

「『逆転まで行けるんじゃないか』と思っ
て、ベンチで興奮していました」（下田）。
終了間際に追加点を奪われ、結果的には
2-4で敗れたものの、「後半は会場も良い
雰囲気になって、良いサッカーができた
のかなと思います」と柳田。あと一歩届かなかったとはいえ、後半は彼ら
の意地が形となった最高の40分間だった。
「今年のチームは不思議な力を持っていて、あのようなことができると

ころをどうしても見てもらいたかったので、今日の後半で少しでも彼らの
力を感じ取ってもらえたら、これほど嬉しいことはありません」（加藤監
督）。まったく違う2つの“40分間”の経験は、東久留米総合の今後へ大きな
糧になるはずだ。

主催：�（公財）日本サッカー協会、（公財）全国高等学校体育連盟、民間放送 43社　　日時：2019年 12月 30日（月）～ 2020年 1月 13日（月・祝）
会場：駒沢陸上競技場、味の素フィールド西が丘　他

「第98回全国高校サッカー選手権大会」に東京都代表として出場した國學院久我山高校と都立東久留米総合高校。両校の全国での戦いをレポートする。

＜東久留米総合高校 戦績＞

１回戦
  vs 草津東（滋賀）	 ⃝２－４

＜國学院久我山高校 戦績＞
１回戦
  vs 前原（沖縄）	 ◯８－０

２回戦
  vs 専修大北上（岩手）	◯０－０

（PK ６－５）
３回戦
  vs 昌平（埼玉）	 ⃝０－１

「今年のチームは不思議な力を持っ
ていた」と振り返った加藤悠監督

「美しく勝つ」ことに「強さ」もプラス
できたと語った、清水恭孝監督

大観衆の中で開幕戦を戦った國學院久我山高校 ８年ぶりの選手権出場を果たした東久留米総合高校
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主　　催：�公益財団法人日本サッカー協会、公益財団法人日本スポーツ協会、日本スポーツ少年団、読売新聞社
日　　時：�2019 年 12月 26日（木）～ 12月 29日（日）
会　　場：�鹿児島ふれあいスポーツランド、鹿児島県立サッカー・ラグビー場（１次ラウンド・ラウンド 16）
試合時間：40分（８人制サッカー）�

JFA第 43回全日本U-12 サッカー選手権大会が鹿児島県で開催され、東京都代表として出場した東京ヴェ
ルディジュニアはグループリーグを勝ち上がり、ベスト 16で大会を終えた。

東京ヴェルディジュニア、ベスト16
JFA第43回全日本U-12サッカー選手権大会

粘り強さを発揮し、グループリーグを突破
ジュニア年代の8人制サッカー日本一を競う「第43回全日本U-12サッ

カー選手権大会」が12月26日から鹿児島県鹿児島市で行われ、東京都代表
として出場した東京ヴェルディジュニアは強豪がひしめく全国大会でも持
ち味を発揮した。ショートパスを軸に据えたポゼッションをベースに、カ
ウンターやセットプレーからも得点を挙げ、2年連続でグループリーグを
突破。ベスト16に入った。

接戦を制して東京都大会を勝ち上がった粘り強さが生きた。4チーム総
当たりの1次ラウンド（グループリーグ）では、初戦で丸亀FC（香川）と対戦。
ヴェルディは開始早々の2分に中村宗士朗がミドルシュートを決めて流れ
を引き寄せると、主導権を握ってシュートチャンスを何度も作っていく。

しかし、後半は次第に雨が強くなりスリッピーなコンディションに苦
戦。ボールが思うようにつながらず、逆に丸亀に同点ゴールを許してしま
う。それでもヴェルディは38分に右からのCKのチャンスを獲得すると、
今井宏亮が競ってファーサイドに流れたボールから山田空羽斗が勝ち越し
点を挙げ、初戦を白星で飾った。

同日午後に行われた第2戦の
ヴィクサーレ沖縄FC（沖縄）戦
では天候が回復する。ただ、ヴィ
クサーレの素早いプレスをなか
なか外せず、前半はシュート2本
を放ったのみで無得点。守備に
追われる時間が長く続いたが、
28分に山田が右足の鋭いミドル
シュートを右隅に決め均衡を
破った。さらに、齋藤凪がGKの
頭上を越えるループシュートを
落ち着いて決め、勝利に導いた。

引き分け以上でグループリーグ突破が決まる第3戦目では、尾道東サン
バFC（広島）と対戦。立ち上がりの3分にカウンターから失点するものの、
動揺することなくヴェルディらしいパスサッカーで主導権を掌握する。8
分に今井宏亮がゴール前にクロスを送ると、GKのクリアミスに乗じて佐
伯凌世が決めて同点とした。

ところが、28分に攻守の要となっている舛舘環汰がヘディングの競り合
いで負傷し、ピッチの外に担ぎ出されてしまう。このアクシデントもあっ
て相手に流れを渡し、試合終盤はピンチが続いたが、チャレンジとカバー
の連係は崩れず、1-1のスコアで耐え抜いた。勝点1を積み上げ、ノックア
ウト方式の決勝ラウンド進出を確定させた。

フィジカル勝負で苦戦。流れを変えられず

松尾洋監督は予選
ラウンドを「基本的に
はボールを大事にと
いうところは変わらな
いが、前線にフィジカ
ルの高い選手がいる
ので、そこも生かす。
チームワークで勝って
きた良さは出せた」と
振り返った。ベスト8
に入った昨年のチー
ムに比べると、チーム全体としては小柄。フィジカル勝負に持ち込まれる
と劣勢に立たされるため、それをいなすためにも主導権を握ったパスサッ
カーが重要だった。

だが、チームワークで立ち向かうヴェルディに立ちはだかったのが、ラ
ウンド16で対戦した大阪代表の八尾大正FCだった。

八尾大正は守備から攻撃への切り替えが早く、最終ラインの背後にも積
極的にボールを供給する。身体能力の高い選手も揃え、避けたかったフィ
ジカル勝負を挑まれてしまった。最も全国の舞台でフィジカル勝負の試合
があることは織り込み済み。劣勢を強いられるが、ヴェルディは体を張っ
たハードワークとスペースを消す巧みなポジショニングで応戦する。

試合の序盤は0-0。このまま試合を進められれば勝機は引き寄せられた
かもしれないが、15分にDFの裏への突破を許して痛恨の失点。後半にも
FKやカウンターから連続してゴールを奪われ、ヴェルディが追いかける
点数が時間の経過とともに増えていった。

前日に負傷交代したものの大事には至らずピッチに復帰した舛舘やGK
山㟢琉聖は手を叩いて仲間を鼓舞。それでも八尾大正の守備ブロックの中
にボールを送り込めず、0-4での敗戦となった。昨年のベスト8を上回る成
績を目標にしていたが、今大会は16強での敗退が決まった。

チームの背中を押し続けた山㟢は「パスを回して崩しきるところがこの
チームの持ち味だが、失点をしてからはチームの流れに持ち込めなかっ
た。声で試合展開を変えたかった。チームがどんな状況になっても冷静に
プレーできる選手になりたい」と話し、中学生年代での飛躍を誓った。

勢いに乗ったときのパワーや、チームワークで勝ってき
たチーム。そういうところは出せた。基本的にはボー
ルを大事にというところは変わらないが、前線にフィジ
カルの高い選手がいるので、そこも生かすサッカーもあ
ります。1試合目の後半は雨がばっと降ってリズムが悪
くなったところはあるが、ピッチは良く問題はなかった。

松尾洋監督
C O M M E N T

（ラウンド16の八尾大正FC戦は）失点してから自分たちのペースでの試合展
開にできなかったので、声を掛けた。試合展開を変えたかったのが一番の理
由です。どんどんパスを回して崩しきるところがこのチームの持ち味だが、
こういう試合になるということも分かっていたので、泥臭く行こうとは監督か
らも言われていた。GKとして自分の感情がコントロールできて、チームがど
んな状況になってもしっかり気持ちを冷静に保てるプレーヤーになりたい。

山㟢琉聖選手

試合結果
一次ラウンド（グループD）

東 京 ヴ ェ ル デ ィジ ュ ニ ア	 2 - 1	 丸亀 FC（香川県）
ヴィクサーレ沖縄 FC（沖縄県）	 1 - 2	 東京ヴェルディジュニア
尾 道 東 サン バ F C（広島県）	 1 - 1	 東京ヴェルディジュニア

ラウンド16
東 京 ヴ ェ ル デ ィジ ュ ニ ア	 0 - 4	 八尾大正 FC（大阪府）

初戦の丸亀FC戦を2-1で勝利して勢いを得た

ラウンド16八尾大正FC戦に敗れ、ベスト16で大会を終えた
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1・2 部は國學院大、3・4 部は東京理科大が優勝
第 51 回東京都大学サッカー連盟新人大会

主　催：東京都大学サッカー連盟　　　日　時：2019年 12月 21日（土）　　　会　場：創価大学ビクトリーグラウンド

1年生が結果を残した國學院大が2年ぶりの新人戦V

1年生2人が結果を残した國學院大が、2年ぶりとなる新人戦タイトルを
掴んだ。

先制点は開始直後だった。「（麻生）竜ノ介がキープして横にずらして、
それをどうするか迷ったんですけど、後ろから「思いきり行け！」という声
が聞こえたので思いきってシュートを打ちました」とFW長谷川悠。ペナ
ルティー左端から狙った左足シュートでネットを揺らした。

これで勢いに乗ると20分に追加点。DF小山竜二のクロスを麻生がニア
で決めた。「あそこは練習からずっと狙っているところ。そこに信じて入
り込めたのが良かったです」と麻生。この日は地元・佐賀から父が応援に
駆けつけていた。「お父さんが来てくれた前でゴールできたというのと、
優勝を決定づけるゴールを決められたのでそれは嬉しかったです」。後半
は一転押し込まれる展開となったが、キャプテンのDF高橋泉伎を中心に
粘り強い守備で無失点に抑えた。

2年ぶりの新人戦タイ
トルだが、2年前とは受
ける印象が違うと白須真
介コーチはいう。「今年
は本当に（優勝を）取りに
行くというふうに彼らと
も話して、その中での優
勝なので、2年前と比べ
るとそういう意味では実
力がついてきたんじゃな
いかなというのは感じて

います」。また「今年の1年生はすごく力がある。いろいろな面で経験があ
る子もいますし、仲間同士でも積極的な意見を交換しあえる仲なので、そ
れがプレーに出ている」と指揮官が語る個性豊かな1年生たちは決勝の舞
台でも7人がスタメンとして出場し、存在感を放った。

先制点の長谷川は第97回全国高校サッカー選手権で秋田商高を初のベス
ト8に導き、優秀選手にも選出された有力選手。「自分はスピードやシュー
トのパンチ力とかが求められているので、チームが苦しい時に決めて、少
しでも勝ち点を多く積み上げられるような選手になって、チームが必要と
している選手になりたいなと思います」と来年はさらなるレベルアップを
目指す。フィジカルの強さを生かした推進力が武器の麻生を含め、今後の
成長が楽しみな世代だ。

「100％でやる」を突き詰めた東京理科大が4発快勝

「練習からいろいろと厳しいことを求めてきた中で、常に100％でやると
いう部分を突き詰めてやってきた結果が最後4-0というスコアに繋がっ
た」と、主将のDF佐々木岳は胸を張った。

東京理科大は37分、コーナーキックの混戦からFW秋山博紀が頭で詰め
て先制点。記録はオウンゴールとなったが、「この1週間、意識はずっとサッ
カーに向けていた」というこのファイナルにかける執念がゴールに繋がっ
た。さらに前半終了直前にはゴール右斜め前でフリーキックを獲得。佐々
木が正確なキックを中央に蹴り込むと、センターバックで相方を組む酒井
康祐は「いままでで一番打点が高くいけました」と、力強いヘディングで
ネットを揺らした。

後半は2点を追う創価大が猛攻を仕掛けるも、佐々木やGK福家優希を中
心にしっかりと耐えて、58分にはクロスのこぼれ球にMF平野優貴が走り
込んで追加点。またベンチワークも生きた。チームは学生主体で行ってお
り、ベンチでは学生コーチの大岩優斗が采配を振るった。終盤は積極的に
選手を入れ替えて活性化を図り、4点目は途中出場のMF相馬唯人がネッ
トを揺らした。

2019年最終戦を優勝で終え、2部リーグに昇格する2020年シーズンに
勢いを持って臨む。「アミノバイタルカップでブロック決勝に進出する
こと、リーグ戦では昇格、降格の繰り返しなのでまずは残留、その上で良
い位置につけようという目標を持って、いまやっています」と佐々木主
将。まずは「勝ち点25」（酒井）をクリアして残留を確定させ、さらに上
の景色を狙う。

第 51回東京都大学サッカー連盟新人大会・決勝が 2019
年 12 月 21 日に創価大学ビクトリーグラウンドにて開催
された。3部・東京理科大と４部・創価大の一戦は東京理
科大が一挙 4得点を奪い快勝。1部・2部リーグの決勝は
國學院大が成蹊大を 2-0で下し、2年ぶりの優勝を決めた。

１・２部大会 決勝
成蹊大学 ０－２ 國學院大學

０ （前半） ２
０ （後半） ０

３・４部大会 決勝
東京理科大学 ４－０ 創価大学

２ （前半） ０
２ （後半） ０

試合開始早々に1年生の長谷川悠選手がゴールを決める

コーナーキックからのボールを頭で押し込んだ秋山博紀選手
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主　催：公益財団法人東京都サッカー協会　　　　日　時：2020年 1月 13日（月祝）　　　　会　場：アミノバイタルフィールド

「JFAキッズ（Ｕ-6）サッカーフェスティバル 2019」は 2020年 1月 13日、アミノバイタルフィールドで開催された。総勢 60チームが参加し、
楽しみながらサッカーと触れ合った。

JFAキッズ（Ｕ-6）サッカーフェスティバル2019

2003年から始まった取り組み
空は雲ひとつない快晴で1月とは思えないほど暖かく、スタンドは子供

の成長を見守る保護者や関係者で大入りの状態で、ピッチに立つ子供たち
の表情もどこか誇らしげに映る。今年も60チームと多くのチームが参加し、
6チームずつ、10面に分かれて総当たりで試合を行った。

試合は8人制、10分間で実施。だが、試合後の勝ち負けの提示はない。「子
供たちの成長過程ではやっぱり楽しかったというところから始めないとい
けない。このフェスティバルでは何対何でどちらが勝ちというのは一切な
しということで徹底しています」と平野正義キッズ委員長。試合の中でも
その精神は健在で、ボールが外にアウトした際には、この日審判役として
子供たちをサポートした新宿高校の女子生徒たちが、劣勢のチームやあま
りボールを持てていない子に渡すなど試合をコントロール。子供たちはど
のピッチでも最後まで笑顔でプレーしていた。

こういったジュニア年代に向けての取り組みが始まったのは2002年の
日韓W杯の翌年から。日本サッカー協会のもと普及活動が始まり、東京都
サッカー協会では2004年から取り組みを実施。U-6年代は当初から行って
おり、P9でも特集している「JFAグラスルーツフェスティバル」もその一
環で、女子に関してもガールズフェスティバル等を行っている。夏に東京
ドームで行われる「JFAユニクロサッカーキッズ in 東京ドーム」は最大規
模で、2019年は2,369名のキッズが集まった。

そういった活動のひとつひとつが実り、東京では4種（小学生）の選手登
録数が増えている。また、今後はイベントを通してパラスポーツとの関わ
りというのも考えているという。「以前山梨で「ボッチャ」を体験してきま
した。どうしても障がい者とそうじゃない人と分けてしまいがちですが、
子供はそういうのを意識しないで一緒にやって当たり前という感じででき
る。今年はちょうどパラリンピックもありますから、そういうところもさ
らに理解が進んでいってほしいですし、イベントを通して、窓口になれた
ら良いと思っています」（平野キッズ委員長）。

【写真提供：オールスポーツコミュニティ】

〇仲花世さん（新宿高１年／文京LBレディース所属）
小さい子たちが一生懸命ボールを追いかけていたのがすごく可愛かった
し、その姿を見て自分もスポーツをもっと頑張りたいなと思いました。こ
の子たちがこれから大きくなった時にサッカーをより楽しめるように、女子
選手がもっと増えていると良いし、年上の自分たちがサッカーを頑張って
結果を残して、環境を作ってあげたい。サッカーに対して真面目に向き
合って、努力し続けるというのがひとつの目標なので、その姿勢を崩さず
に、大人になってもサッカーをすることが夢です。あまり人に教えるのが
得意なわけじゃないんですけど、今日子どもたちに教えたりして、そういう
仕事も楽しいなとちょっと感じました。

〇佐藤剛コーチ（バディSC八王子）
この年代はルールに縛られずに、このフェスティバルのように出たらすぐ
にボールを出したり、細かいルールがない方が楽しめると思いました。芝
のピッチで転んでも痛くないですし、思う存分できたのかなと思います。
本当に楽しそうに、ノビノビとやっていました。この年代は楽しんでなん
ぼだと思うので、これからも楽しんでやれるきっかけになればいいと思っ
ています。

〇大滝陽介コーチ（坂の上サッカークラブ）
普段の園だけのお友達じゃなくて、サッカーをやっているお友達と触れ合
う機会というのはあまりないので、参加して良かったです。子供たちもお
友達と試合をするというところで、今日はみんな元気よく、テンションも上
がっていたのかなと思います。もちろんサッカーは小学校に行っても続け
てほしいとは思いますが、何かに対して諦めない気持ちというのはほかの
ところでも生かしてほしいと思います。

C O M M E N T

一生懸命ボールを追いかける子供たち サッカーの楽しさを十分に伝える時間となった
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主　催：公益財団法人東京都サッカー協会　　　日　時：2019年 12月 7日（土）～ 12月 14日（土）　　　会　場：世田谷区総合運動場体育館

2019 年 12月 14日、「Brillia カップ 第 3回東京都少年フットサルフェスティバルU-11」が世田谷区総合運動場体育館で開催された。この日の
２次ラウンドには 1次ラウンドを勝ち上がった 16チームが参加。激戦の末に「Una Primavera Football Club」が大会初出場初優勝を果たした。

強化の場の創出とフットサルの普及を目的
今回で3度目、プレ大会も含めれば5度目の開催となる。東京都サッカー

協会フットサル委員会の木村正人実行委員長は「年々選手たちのレベル
も上がってきている。戦術や技術もフットサルらしくなってきているの
かなと思います」と手応えを語る。もともとフットサルでは毎年、全国大
会である「バーモントカップ」が行われている中で、サッカーのように各
年代別の大会というものがなく、次代を担うU-11年代にとっても強化の
場が限られていた。そういった子供たちに強化の場の創出とフットサル
の普及を目的として2015年にスタートしたのが「Brilliaカップ」だ。

第3回の今年は3日間に拡大して開催。トーナメント形式で争われた
最終日はやはりレベルの高い戦いが繰り広げられた。今回優勝したUna 
Primavera FCのように普段はサッカーを主戦場にしているチームと、
フットサルを専門に行っているチームの攻防戦も見どころのひとつ。特
有の細かな戦術を駆使してくるフットサルチームに対し、サッカーチー
ムはパワーやテクニックで対抗するなど、互いに「らしさ」を発揮する中
で大会は大いに盛り上がった。
「今後10回、20回と続けて、Brilliaカップを子供たち、チームが目標と

する、ここで優勝したいと思ってもらえるような大会にしていきたい。
将来的に日本代表に選ばれるような選手が出てきてほしいですね」と木
村実行委員長は大会の発展、そしてここを経験した選手たちの成長に願
いを込める。自身も高校サッカー出身だという大会スポンサーの東京建

物株式会社 住宅事業企画部CRM
室の堀江隆寛さんは「Brilliaブラ
ンドとしても「人が輝くことで、
街も輝く」という考えを持ってい
る。選手たちやもちろん出ていな
い選手たちも含めて、チームのみ
んな、子供たちみんなが輝く、そ
ういう場が作れるとすごくいいの
かなと思います」とした。

大会初出場のUna Primavera Football Clubが制覇

激戦を制したのは2019年度に初めてバーモントカップに出場したUna 
Primavera Football Clubだった。
「全国を経験できて、フットサルの中で一番何が獲得できたかという

と、 や っ ぱ り 強 い
フ ィ ニ ッ シ ュ の 部
分」と大泉伸幸総監
督はいう。「一般的
にフットサルという
と足元のテクニック
や、細かいマークの
外し方、コンビネー
ションの部分などが
メ イ ン で 取 り 上 げ
ら れ て い る と は 思
いますが、私の中では決定率、ゴール前でのシュートを打ち切る、決め
切るという部分が本質だと思っているので、そこの部分の精度が特に上
がったのかなと思います」。その最後の部分での力強さはContente 青
梅 U11との決勝戦でも存分に発揮された。

2分にエース小川稜太のゴールで先制すると、8分には双子の弟・小川
颯太の目の覚めるような左足シュートで加点。前半終了前には小川稜
が個の強さを見せてさらに2点を加えた。後半立ち上がりに失点をした
が、サッカーチームらしい力強さで押し込むと17分、19分、24分と小川
稜が3点を叩き込んで7-1で勝利。キャプテンの小川稜はこの試合６得
点と大爆発だった。

昨年はバーモントカップ都予選を勝ち上がり、初の全国大会出場を
決めた。小川稜はひとつ上の代でもスタメンで活躍。開幕戦では記念
すべきファーストゴールを奪っており、今年も2年連続の開幕弾を見据
える。弟の小川颯も途中出場で全国を経験。この2人が今年のチームの
中心だ。いまは個々のポテンシャルにアドリブを効かせてやっている
という中で今後の課題と語るのは、やはりフットサル的な細かな戦術
の部分。「そこが1つ2つ3つと積み重なっていけばさらに良い攻撃がで
きる。守備でも今回「あっ、やられたな」という失点があった。サッカー
チームではありつつも、サッカーに生かせる戦術的な部分はどんどん
吸収していきたい」。

その上で狙うのは全国でのさらに高い景色。今日優勝したU-11のメ
ンバーは、今年の夏全国大会を目指すことになる。「（ベスト16の敗戦は）
本当に悔しかったです。彼らと今年リベンジをぜひ成し遂げたいなと
思います。目指すは本当にてっぺんだけ、全国優勝することしかないと
思っています」と大泉総監督。個々の武器を磨きつつ、そこにサッカー
の要素も積み重ねて、日本一を目指す。

Una Primavera Football Club が大会初優勝
Brillia カップ 第 3 回東京都少年フットサル
フェスティバル U-11

（左から）東京建物㈱大久保部長、木村実行委
員長、堀江さん

フィニッシュを意識して、決勝も7得点
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主　催：公益財団法人東京都サッカー協会　　　　日　時：2019年 12月 1日 ( 日 )　　　　会　場：AGFフィールド＜天然芝フィールド＞

今回で 11回目となる「JFAグラスルーツフェスティバル 2019 in 東京」が 12月１日にAGFフィールドで開催された。午前の部が「U-6」（保育園、
幼稚園児などの未就学児）、午後の部が「U-8」（小学校１年生～２年生）で行われ、晴天の中、子供たちは笑顔でボールを追いかけていた。

JFA グラスルーツフェスティバル 2019 in 東京

サッカーとの良い出会いの場を創出
快晴の空のもと、ピッチに子供たちの笑顔が咲いた。「より多くの子供

たちにサッカーとの良い出会いの場を創出」することをテーマに行われて
きたイベントも11回目。「U-6」の部が152名、「U-8」の部が158名と、今回も
多くの子供たちが天然芝の環境のもとボールと触れ合った。

午前の部が幼稚園児などの未就学児を対象とした「U-6」、午後の部は小
学校1年生～2年生がターゲットの「U-8」に分かれて開催。それぞれ動きづ
くりやボールフィーリング系4セッションと、ゲーム系4セッションの併せ
て8セッションをローテーションしながら行われた。

各セッションでは「おにごっこ系」、「動きづくり系」と、「ボールフィーリ
ング系」ではドリブル、シュートに分かれ4セッションを実施。シュートや
ドリブルというサッカーと直接関係のあるプレーだけでなく、ボールを使
わなかったり、手に持って行うなど、一見サッカーとは関係ないような動
きにもサッカーの要素が散りばめられており、サッカーをやったことのあ
る子はもちろん、やったことのないような子供たちも、楽しみながらサッ
カーに必要な動きを学んでいた。午後の「U-8」の部ではそこにパスなど、
よりサッカー的な動きも加えられた。

そして子供たちお待ちかねのゲーム系セッションもバリエーションに
富んだメニューで行われた。ミニゴールを使った3vs3に、4つのゴールを
配置したゲームでは、空いているゴールを探すために顔が上がり自ずと視
野の広さが身につき、コーンゴールを利用して行われたセッションでは、
キーパーは5人が手を繋いで広いエリアを守らなければいけない中で声の
掛け合いや連携が養われた。未就学児にとってはまだ大きな少年用ゴール
も、小学校年代に向けて大きな経験となっただろう。

「オールトーキョー」が楽しい時間をサポート

加えて、今回初めての試みとして組み込まれたのが「女の子グループ」の
セッションだ。自信のある女の子は男の子に混ざってプレーすることもで
きるが、やはり初心者の女の子にとっては「サッカーはやりたいけど、男の
子たちと一緒にプレーするのはちょっと…」という不安もあるだろう。そ
ういった子供たちにもメインテーマである「サッカーとの良い出会いの場
を提供」するべく、女の子のみのセッションを取り入れた。女性コーチの
数も多く、優しいお姉さんたちの指導に女の子たちも安心してプレーして
いるように見え、自然と笑顔の花が咲いた。

また、プロクラブやそれに準ずる団体の多い東京の特色を生かし、FC
東京、東京ヴェルディ、三菱養和会、FC町田ゼルビア、東京武蔵野シティ
FC、立川・府中アスレティックフットボールクラブ、ペスカドーラ町田、フ
ウガドールすみだ、スフィーダ世田谷FC、FC十文字VENTUS、ファンルー
ツアカデミー、クーバー・コーチング・ジャパンと、多くの団体が一堂に会
して、まさに「オールトーキョー」で楽しい時間をサポート。これからサッ
カーを始める子供たちにとっては最高の出会いの場となったに違いない。

【写真提供：オールスポーツコミュニティ】

天候に恵まれて、その中で子供たちがノビノビやってくれたと思い
ます。身体を動かすことによって脳にもたくさん刺激がいって、血
流も当然良くなるので、勉強もできるようになります。トータルで
立派な人間を育てるためには運動だけでもダメですし、勉強だけ
でも偏りがありますから、このイベントを通してそういうことに繋
がってくれればというのが私たちの願いです。もちろん一部の子

は今後選手になっていきますが、そこは大きな目標ではなく、サッカーが楽しかったとい
うところから始まって、将来的には身体も心も成長してくれるというのが望みですね。

東京都サッカー協会キッズ委員長・平野正義
C O M M E N T

笑顔が咲いた女の子グループ

ゲーム系セッションでもボールを必死に追いかける
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主　管：公益財団法人東京都サッカー協会／東急スポーツシステム株式会社
日　時：2020年１月 4日（土）・5日（日）
会　場：アディダスフットサルパーク池袋

2020年1月4日、5日の2日間、「日本サッカー協会公認D級コーチ養成講習会」が
アディダスフットサルパーク池袋で開催された。グラスルーツに関わるコーチの養成を
目的に、育成年代に必要な知識や、サッカーの基本的な技術や練習方法などを学んだ。

子どもたちへの大人の関わり方を学ぶ
日本サッカー協会公認
D 級コーチ養成講習会

子どもの目線に立つ
1月4日、5日に東京・池袋で行われた「日本サッカー協会公認　D級コー

チ養成講習会」。
日本サッカー協会の公認指導者ライセンスはプロチーム・プロ選手の指

導ができるS級を頂点にA級、B級、C級、D級、キッズリーダーというピ
ラミッド型になっている。D級はグラスルーツで活動する指導者の養成を
目的として行われるもの。

今回の講習会には定員20人に対して200人ほどの申し込みがあったという。
カリキュラムは講義が発育発達、技術・戦術理論、指導者の役割など5時

間、実技がボールフィーリング、スモールサイドゲームなど4.5時間の合計
9.5時間。

インストラクターを務めた仲野浩氏（47FAインストラクター/東急ス
ポーツシステム株式会社）は言う。
「子どもたちに接するのは、今回参加してくださったコーチのみなさん

です。サッカーで教えるのは技術、戦術だけではありません。むしろ、大
人の関わり方がグラスルーツ年代では非常に重要になります」

実際に仲野氏からは子どもの目線に立ったアドバイスが送られた。例え
ば、選手に話す時は太陽を背にしない。太陽を背にすると子どもたちは眩

しくて話に集中しづらくなる。話して説明するだけでは理解できない。コー
チはデモンストレーションを見せることが大切だ。

実技の中で強調されたのが「褒めること」の重要性だった。指導者は、選
手がモチベーション高くプレーできるように、褒めたり、励ますことが大
切。ただ褒めるだけでなく、具体的に伝えることや即座に伝えることも必
要だ。その狙いを仲野氏が明かす。
「褒めて基準を示す。褒められた選手はモチベーション高く取り組むし、

周りの選手も基準を示すことで自分でジャッジすることにも繋がり、正の
スパイラルを生み出すことができる。ちょっとした声かけで、チームの雰
囲気やトレーニングの質はガラッと変わりますから」

また、昨今はスポーツの指導現場での暴力・暴言が問題になっている。
子どもたちへの正しい関わり方を大人に理解してもらうことは、日本サッ
カー協会が目指す暴力・暴言の根絶にもつながる。

閉講式では仲野氏から参加者に向けて言葉が贈られた。
「2日間で全てを学べるわけではありません。常に学び続けることが指導

者にとって大事なことです。これがゴールではなく、ここからがスタート
です」

D級コーチとなった指導者それぞれが、子どもたちに接していくことで、
日本サッカーの裾野は確実に広がっていく。

タイムスケジュール
【1日目】 【2日目】

講義①「ガイダンス（理念）」 実技③「サンプル（複合練習）」
講義②「発育発達（育成の全体像）」 実技④「シュート」
講義④「メディカル」 講義⑤「審判・ルール」
講義③「コーチング法」 講義⑦「実技振り返り」
講義⑥「大人の関わり」 筆記テスト
実技①「ゲーム」 ガイダンス
実技②「テクニック（トレーニングの紹介）」 閉講式

2日間で実技と講義のカリキュラムを行った

参 加 者 コ メ ン ト

佐々木斉さん 今まで自分にはコーチなんて無理だと逃げていました。今回
もベンチ入りのために必要なので参加したのですが、2日間
で意識が変わりました。サッカーが好きな子、ずっと続ける子
を増やしていきたいと思います。

平岡万仁さん 日頃から意識が違う子に、どうアプローチするかが悩みでし
た。いろいろなトレーニングを学んで、やる気が出ないのは、
その子のせいではなく、興味を持たせる練習ができていない
コーチのせいかもしれないと感じました。

飯田英樹さん お父さんコーチをしています。チームと保護者との考えにズ
レがあると感じていたのですが、チーム全体として子どもの
成長を見てほしいという話をできればと思っています。



11Tokyo FA News

From the Association

審判委員会では、各カテゴリーでトレーニングセンターを設
けています。以下にそれぞれの活動を紹介します。

・フィジカルトレセン：年11回
・プラクティカルトレセン：年6回
・座学トレセン：年8回
・女子サポートプログラム：年5回

フィジカルトレセンでは、審判員に必要な体力・俊敏性・体幹
の向上を目指し、なかなか1人で行うことが難しいメニューを1
級・2級の上級審判員と3級審判員が一堂に会し、楽しみながら
行っています。

プラクティカルトレセンでは、審判インストラクターや上級
審判員がトレーニングメニューを設定し、副審としてのオフサ
イド判定の見極めや、主審としてのファウル判定の見極め、競技
規則改正後の対応など、試合に向けての実践的なトレーニング
を積み重ねています。

座学トレセンでは、シーズン開幕前にはファウル判定の見極め
や基準の統一、競技規則改正時には改正内容の確認を行います。
また、審判インストラクターとの合同での座学では、審判員とイ
ンストラクターとの相互ディスカッションも行われます。

そして、女子審判員には、実技と座学の女性限定プログラムを
開催しています。3級と4級を対象としており、審判資格を取得し
たものの実際の試合で審判をしたことのない方でも大歓迎です。

2020年1月現在、東京FAに登録しているサッカー審判員は、4
級が約24,000人、3級が約5,000人と年々増えています。審判員登
録数において、東京は全国の中でもナンバーワンではあります
が、東京で開催される試合数は年々増加しており、主催団体から
の派遣依頼に対して、審判割当を受けるS3級審判員が充足して
いるとは言い難い状況が続いています。

3級審判員の方は、ぜひ東京FAの審判割り当てにご協力くだ
さい。4級審判員の方は、隔月で実施している昇級試験を合格し
て3級審判員となり、審判割り当てへのご協力と、トレセン活動
への参加をお待ちしています。

前の国立競技場（以後　国立）は、いつの頃からか「サッカーの聖
地」と呼ばれるようになりました。

それは、天皇杯や高校選手権など国内の大会の決勝戦が行われ、
サッカープレーヤーなら誰もが一度はあのピッチに立ってみたいと思う
所だったからです。また、国際試合やワールドカップ、オリンピックの予
選そしてJリーグ開幕戦の舞台にもなり、数々の歴史を積み上げてきた
ことも聖地と言われるようになったことの所以でしょう。さらに国立は、
東京FAにとっては2003年から2014年まで11年間事務局を置かせて
いただいた、まさに私たちにとっての誇りであり聖地でした。

さて今回は季節柄、国立にまつわる雪の二試合の思い出を書きたい
と思います。

1試合目は1987年12月13日、雪のトヨタカップ、FCポルト（ポルトガル）
対ペニャロール（ウルグアイ）です。結果は延長2対1でFCポルトが勝利。
まだ多くの人々の記憶にあることと思います。

試合は、大雪、泥田のような中で強行されました。ところが、プロ中
のプロたちによる壮絶な試合は、最悪な環境であるが故にかえって観
ている人 に々強烈な感動を与えたのです。そしてこの試合からサッカー
関係者は多くのことを学びました。条件の良し悪しに関わらず最後に
試合を決める要因は、選手の闘魂と基礎的な技術と体力であることで
す。また枯れた芝生に土が露出したピッチを改善することは最大の課
題としてその後に引き継がれたと感じます。

もう一つ、この試合の線審（副審）の一人は高田静夫さんが担当しま

した。通常の審判服に短パンです。凍るような寒さの中、もう一人の線
審はガタガタ震えながら必死に耐えているのが分かります。それに対し
て高田さんは平然と旗を振っている。さすがだなと思い後で聞いてみ
たら、当時まだ新しかったホカロンをたくさん腰回りに入れていたとのこと
で大いに感心しました。

2試合目は、やはり雪の高校選手権、1998年1月8日、第76回高校サッカー
選手権大会決勝、東福岡対帝京の試合です。結果は2対1で東福岡が
勝利（この年、東福岡は高校総体、全日本ユースと併せて3冠を達成）

この日の国立は、午前中はチラホラ程度の雪でしたが昼前後から本
格的な降りとなり、みるみるうちにピッチは白くなり、時間が経つほど降り
方が激しくなって行きました。

当時私は全国高体連サッカー部長でしたが、出来るだけの対策を
とって試合は行うと決めていました。

この時、トヨタカップの経験が大いに役に立ったのです。試合が出来
るようにカラーボール（黄色）を複数用意し、雪対策連絡網を使って除
雪要員を集める（約200名の高校生が集まってくれました）などの対策
を実施しました。そして最も気を遣ったのが、どちらかのチームに有利
や不利にならないように除雪することでした。特にハーフタイムには両
方のペナルティエリアだけ同じように除雪しました。

この頃には国立の芝生は素晴らしく改善され、ピッチは全面芝に覆わ
れ、除雪後は比較的パスが通る状態になりました。そのことが東福岡
の2点目に繋がったのではないかと感じています。

さて、新しい国立競技場が完成し、元日には天皇杯決勝がすでに行
われました。これから新しい歴史が始まります。新国立が再び「サッカー
の聖地」と呼ばれるようになってほしいものです。

審判トレセン活動の
取り組み

AFTER THE MATCH
前国立競技場の思い出

東京都サッカー協会名誉会長　
上野 二三一

東京都サッカー協会
審判委員会　総務部会　青木 亮

審判委員会発行の広報誌「ハーフタイム」を
東京都サッカー協会のホームページに掲載し
ておりますので、ぜひご覧ください。
http://www.tokyofa.or.jp/magazine/halftime/
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第6回東アジアシニアサッカー大会が2019年10月26、27日に、韓国京

畿道龍仁市で開催されました。この大会は東アジア3都市（東京都、韓国ソウ

ル市、中国広州市）のO-40、O-50が対戦する大会で、2014年に東京都シ

ニアサッカー連盟の提唱で始まりました。O-60は広州がまだ代表チームを組

織できないため、東京とソウルだけの交流大会となっています。

当初予定していたナショナルトレーニングセンターが豚コレラの影響で利用

できず急遽、龍仁市の「龍仁市サッカートレーニングセンター」に変更となりま

した。ソウルからバスで2時間以上かかりましたが、天然芝2面、人工芝3面の

素晴らしいサッカー施設でした。この施設で26日は5試合、27日は10試合

が行われました。

大会形式はカテゴリーごとに4チーム（開催都市は2チーム出場）のリーグ

戦。東京代表としてO-40がＦＣ青山、O-50がＦＣ武蔵と四十雀クラブ東京

の連合チーム、O-60が60リーグの選抜チームが参加しました。

初優勝を狙う東京都はO-40のＦＣ青山が初戦でソウルロイヤルを5-0で破

り期待されましたが、結果は1勝2敗の3位。O-50のＦＣ武蔵四十雀連合も善

戦したものの、やはり1勝2敗の3位で終わりました。唯一、O-60が交流試合

とは言え、同一チームとの対戦を2勝1分けで勝ち越して優勝することができ

ました。今回は広州40に元中国代表選手が10名、ソウル60に元韓国国家代

表選手3名が参加するレベルの高い大会でした。

27日の試合終了後、歓迎表彰式がソウルのホテルで開催されました。友

好的な素晴らしい式典で2020年は東京で会いましょうと締めくくられました。

2020年の第7回大会は10月25、26日に東京で開催されます。

東京都社会人サッカー連盟は、J1のFC東京、J2の東京ヴェルディ、FC

町田ゼルビア、J3のFC東京U-23、JFLの東京武蔵野シティFC、関東サッ

カーリーグの東京ユナイテッドFC、東京23FC、日立ビルシステム、Criacao 

Shinjukuから、東京都社会人サッカーリーグに所属する226チームが連なる

団体になります。

東京都社会人サッカーリーグは、1部リーグから4部リーグまでの昇降格を

伴うリーグと昇降格が伴わないエントリーリーグで構成されています。16チー

ムが所属する1部リーグでは、毎年3月に始まり10月までリーグ戦が行われ、

上位３チームが11月に行われる関東社会人大会に出場し、関東リーグ昇格を

目指しています。

その中で「日本マスターズ（O-35）」を紹介します。この大会は、35歳以 

上の選手で構成されるチームが出場する大会で、東京予選を戦い代表1チー

ムが関東大会に出場。そこから上位2チームが全国大会に出場します。今年も、

日本マスターズ2020（O-35）東京都大会を開催し、東京消防庁サッカー部

とariesO35の対戦となった決勝戦は、２-１でariesO35が勝利をおさめ、東

京都代表となりました。

この大会は、元Jリーガーや、現役で関東リーグ、都リーグに出場している

選手も出場するため、レベルが高いことも一つの醍醐味となっています。中で

も千葉県は優勝経験があり、昨年は全国3位と関東エリアのレベルも高くなっ

ています。

生涯サッカーを楽しむために、社会人連盟として、このような活動にも積極

的に力を入れています。

ソウルロイヤルに勝ち越して優勝を決めた
O-60リーグ選抜

3位で大会を終えたO-50FC武蔵四十雀連合

日本マスターズ2020（O-35）東京都大会を優勝したariesO35

O-40FC青山も大会3位となった

決勝はariesO35が東京消防庁を2-1で破った

東京都シニア
サッカー連盟
委員長
深澤　光賢

東京都社会人
サッカー連盟
副委員長
田中　浩

オフィシャルサイト
http://www.tokyofa-senior.com

オフィシャルサイト
http://tokyo-fa.com

大会結果
O-40　
①エプルリンド ソウル
②広州明星足球倶楽部
③ＦＣ青山
④ソウルロイヤル

O-50　
①ソウルロイヤルＦＣ
②広州634足球隊　
③FC武蔵四十雀連合 
④ソウル選抜 

O-60　
①東京選抜　
②ソウルロイヤル60
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FEDERATION NEWS

東京都大学サッカー連盟は現在1部～4部で構成され、全41大学が所属し

ています。加盟チームの協力のもと、大学サッカーの水準向上と普及に努め

るとともに、学生の全人的な資質向上と、広く社会に貢献できる人材育成を目

的とした団体です。

毎年、1部～4部間の昇降格を左右するリーグ戦や、下級生の試合経験の場

となる新人戦の運営を行うほか、関東連盟主催の各種大会予選（東京都サッ

カートーナメント都学連予選、総理大臣杯兼アミノバイタルカップ関東大学サッ

カー選手権大会予選など）の運営も行っています。

3月から12月を通してほぼ毎週、リーグ形式やトーナメント形式で試合を開

催しているので、毎週末試合を見に来てくださる大学サッカーファンの方もい

らっしゃいます。2020年度は第53回関東大学サッカー大会の主催連盟となっ

ているため、運営面における水準向上にますます尽力する所存です。

また、技術委員会主導で、選抜メンバーによる練習試合や海外遠征の開催

も行っており、選手の技術力向上にも努めております。プロチームに入団する

選手も毎年数名輩出しており、2019年度は東京農業大学より安藤一哉選手

がガイナーレ鳥取に新加入致しました。

本連盟は、幹事長や各委員長を中心に学生主体で活動しており、試合や組

織の運営に興味ある学生が主体性をもって活躍できる場にもなっています。

応援してくださる方をもっと増やしたい、もっと試合を身近に感じてもらいた

い、との思いから昨年度からPlayer!アプリでの速報配信も始めました。大学

サッカーをもっと身近に、より多くの人に楽しんでいただけるように今年度も活

動していく所存です。

当連盟の年間事業のうち、後期については会長杯秋季大会、海外親善交流

遠征、秋季フットサルフェスティバルが事業計画にあり、会長杯秋季大会は第

38回目を迎え、大原簿記公務員医療福祉保育専門学校立川校が初優勝をか

ざり閉幕した。

海外親善交流遠征は、今年33回目の遠征となり、一昨年から遠征先を台湾

とし、今回台北市立大学と中国文化大学と親善試合を行った。

戦績は１勝1敗であったが、互いに真剣勝負のなかでも非常にフェアなプ

レーで親善交流を図れた。また、今回初めて当連盟選手（学生）による、現地

小学生対象のサッカー教室を企画し実施。30名の小学校低学年生に選手た

ちがコーチ役でスポーツの楽しさを伝える趣旨の内容で、選手達は通訳を介し

ながら、ジェスチャーやデモンストレーションを駆使して、一生懸命スポーツの

楽しさを伝えようとしていた様子が印象的で、参加した子供たちも楽しそうに

ボールを追っていた。その様子を親御さんたちも笑顔で見守り、当連盟として

も非常に意義のある親善交流遠征が出来たと感じている。サッカー教室の最

後は、親御さんたちも含めた記念撮影をして終了し、多くの親御さんから来年

も必ず実施してほしいというお声も頂いた。

平成最後となったリーグ表彰式

都県大学サッカー選抜交流戦に出場した東京都選抜

「連盟ニュース」では各連盟の大会結果・取り組みなどを4連盟ずつ紹介します。次号（20年10月発行）では、自治体連盟・地区連盟・高体連・クラブユース連盟を掲載予定です。

東 京 都 大 学
サッカー連盟
広報委員長
平岡　弥久

東京都専門学校
サッカー連盟
副会長
佐々木　善

オフィシャルサイト
http://www.tafa.jp

オフィシャルサイト
http://www.f-togakuren.com/

スポーツの楽しさを伝え、参加した子供
たちも楽しそうにボールを追っていた

当連盟選手による、現地小学生対象のサッカー教室を開催した

海外親善交流遠征では台北市立大学
と中国文化大学と親善試合を行った
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